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所 長 就 任 の ご あ い さ つ 
 

 

福井県工業技術センター 

所 長  川邊 和正 

 

 

 

 

 

 

このたび、令和６年４月１日付けで、福井県工業技術センター所長に就任いたし

ました。よろしくお願い申し上げます。 

福井県工業技術センターは、１９０２年（明治３５年）に繊維系の工業試験場

として設立され、１９８５年（昭和６０年）に工業系、窯業系の試験場を統合し

工業技術センターとして発足した我が国で最も古い公設試験研究機関で、１２０

年以上にわたって地域企業の技術開発を支援してきました。 

平成２７年６月には、県内の企業や大学・高専、公設試等の研究機関、金融機

関のネットワーク体制を構築した「ふくいオープンイノベーション推進機構（Ｆ

ＯＩＰ）」を設立し、令和５年５月に開所した国立研究開発法人産業技術総合研

究所の北陸デジタルものづくりセンターとも連携して、県内ものづくり企業の研

究開発の支援、新事業創出による県内産業の活性化を推進してきました。 

さらに昨年度、福井県では、県内企業を取り巻く社会経済情勢の変化に対応し

た産業政策の方向性を示す新たな経済ビジョン「ふくいＮＥＷ経済ビジョン」を

策定しました。当センターにおきましても、企業、大学、産総研等との交流、連

携をより一層推進し、持続的な経済活動に必要となるＳＧＤｓに関する技術開発

や、県内産業の付加価値づくりを強化する技術開発を積極的に取り組むことによ

り、これまで蓄積してきた県内産業技術の礎のもと、これからの福井の産業界、

企業に貢献する新たな技術基盤を構築していけるよう努力していきます。 

当センターは「あなたの会社の技術部です」をキャッチフレーズとして、産業

界の皆様の様々な可能性への挑戦をお手伝いさせていただく所存ですので、今後

とも、当センターをご活用下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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令 和 ６ 年 度  事 業 概 要 
 
 
 

■研究開発基盤整備事業（科学技術振興機能の充実強化、研究開発基盤の充実） 

○技術情報化推進事業 
 ○評価試験事業  

 ○県有知的財産管理活用事業 

 ○地域技術基盤設備整備事業  

・地域科学技術振興研究事業〔整備事業〕 
 

■地域産業技術高度化事業（現技術の高度化による地域産業の強化） 

 ○一般研究事業 

  ・地域の宝を利用した土産品のデザイン研究 

・摩擦エレメント接合と接着を併用した異種金属接合技術に関する研究 

○デジタルものづくり支援拠点整備事業 

・スマートテキスタイルによる高機能性衣類の開発 

・３Ｄプリンタを活用した金属精密部品の表面加工技術の研究開発 

 〇地域科学技術振興研究事業 

  ・メンテナンスに優れた橋梁伸縮装置の研究開発 

  ・コーティング技術による土木・建築構造物の長寿命化手法の研究開発 

  ・田んぼの貯留機能強化による洪水への抑制効果に関する研究 
 

■新分野展開推進事業（新技術の導入による新分野への進出・拡大） 

○地域科学技術振興研究事業 

  ・エアージェットルームを利用した扁平糸製織技術の開発 

  ・ダイヤモンド工具の摩耗抑制加工技術の研究 

  ・不良率低減を目的とした樹脂流動シミュレーションによる金型設計 

  ・瓦坏土の配合予測に関する研究 

  ・金属AMを活用した眼鏡部材開発に関する研究 

  ・機械学習を用いた効率的な接触解析アルゴリズムの開発と塑性加工への適用 

  ・IoTにおける機械学習を利用した異常検知技術の開発 

  ・道路融雪の省エネを実現する、技術支援機能を備えたスマート積雪センサの開発 

  ・デジタル技術による繊維吸音材の効率的な設計技術の開発 
 

■独創技術創出推進事業（独創的新技術による新産業の創出） 

 ○地域科学技術振興研究事業 

  ・薄層テープ材に対応可能なＡＦＰ用供給機構の開発 

・炭素繊維端材の成形材料への再利用技術 

・布帛に搭載可能な太陽電池に関する研究 

  ・電気化学法を応用した生菌検出センサの開発研究  

  ・宇宙関連試験設備の高機能化開発 

  ・薄層プリプレグの適用範囲拡大のための力学特性の向上 
 

■産学官連携研究開発プロジェクト（産学官連携による事業化支援） 

○地域資源活用共同研究事業 

○成長型中小企業等研究開発支援事業(Go－Tech) 

○脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発・社会実装促進プログラム 
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研究紹介 

福井県発ARグラスの実証実験を実施【ふくい桜マラソン２０２４】  

 
福井県工業技術センターでは、令和６年3月31日（日）に開催された、福井県初開催となるフルマラソン

大会「ふくい桜マラソン２０２４」に向けて、昨年度から県内企業と共同で、マラソンランナー向けにAR

グラスの開発を行っています。昨年度の試作モデルの課題を解決するため、レンズの枚数を減らすなどの

AR光学系の改良、および眼鏡部からGPS機能を分離する構造とすることにより、小型・軽量化と７時間以

上の連続使用を実現するARグラスを開発しました（図１）。 

今年度の開発に関して、眼鏡フレームおよび全体デザインは㈱ボストンクラブ（鯖江市）が、デバイス部

は㈱オーディオテクニカフクイ（越前市）と福井県工業技術センターが担当し、県内の技術を集結すること

で、福井県発となるARグラスの開発に成功しました。 

 

１．本ARグラスの特徴 

 主な仕様は表１に示す通りです。 

（１）小型・軽量化 

昨年度と比較して、眼鏡フレームを含めた総重量は

約36%減の69.7gとなり、大幅な軽量化を実現しまし

た。また、左右のデバイスの重量バランスをより適正

化し、かけ心地を向上させています。 

（２）長時間使用対応 

フルマラソンに対応できるように、７時間（ふくい

桜マラソン2024制限時間）以上の連続使用が可能に

なりました。 

（３）マラソンランナー向け機能 

GPSモジュール（図２）にはGPSが内蔵されており、ARグラ

スと無線通信することで、ペースタイム、ラップタイム、グロス

タイムをARとしてリアルタイム表示することができます。GPS

モジュールは、手首に装着したり、ポケットに収納したりして使

用できます。 

（４）防水性向上 

デバイスの気密性を向上させるとともに、充電用の

USB端子にカバーを取り付けることで防水性が向上し、

雨天時の長時間使用が可能になりました。 

（５）着用性向上 

本ARグラスの左右のデバイスを繋ぐケーブルを後頭部側で留めることにより、着用性を向上させ、

走行時のズレを防止します。また、輝度の高い白色有機ELを採用したことにより、晴天時の視認性が向

上しました。 

（６）名称、ロゴ 

本ARグラスの名称は、ふくい桜マラソンにちなんで、 

「s A k u R a GLASSES」（さくらグラス）と名付けまし

た。大文字の部分だけを読むと、ARグラスになります。ま

た、本ARグラスのロゴデザインも作成しました（図３）。 

 

２．実証実験（ふくい桜マラソン２０２４） 

  開発したARグラスの実証実験にあたり、ふくい桜マラソン２０２４のペースランナーからモニターを

募集し、フルマラソンのタイムが3時間半から7時間と幅広いペースランナーの方にモニターになっていた

だきました。このモニターの方には、大会の3週間前にARグラスの受渡しおよび操作説明会を実施し（図

４）、大会までの練習期間中にARグラスを装着して走ってもらい、AR像を見ながら走ることに慣れても

らいました（図５）。また、この練習期間中に、試走されたモニターの方と意見交換を行い、各々が使い

やすくなるようにソフトウェアの修正を行っています。 

  

図１ AR グラスの外観 

図２ GPS モジュール 

図３ ロゴ 
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表１ 福井県発ARグラスの主な仕様 

 R5 年度モデル R4 年度モデル（参考） 

AR グラスの重量 

（眼鏡フレームを含む） 

69.7g 

（デバイス部のみ：41.6g） 

109g 

(デバイス部のみ：80g) 

連続駆動時間 7 時間以上 3 時間 

表示色 白 カラー 

表示項目 
ペースタイム、ラップタイム、 

グロスタイム 

心拍数、ペースタイム、グロ

スタイム、走行距離 

GPS 計測部 眼鏡分離型 眼鏡一体型 

 

 ふくい桜マラソン２０２４では、ペースランナー7名と、県工業技術センターおよび産総研職員の2名

を合わせた9名の方が、ARグラスを装着して、フルマラソンを完走しました（図６）。 

大会後のアンケートの結果では、ARグラスの見やすさや装着感についての項目については、ほとんど

の方が、良い・普通と回答いただいたのに対し、重量感の項目では７割以上の方が更なる軽量化を望む

結果となりました。また、ペースタイムの測定値のばらつき、ARグラスを顔に固定しているため走行中

の汗がふきにくい、フルマラソンは長時間に渡るため日照条件の変化によりARが見えづらくなるという

意見があり、この実証実験により製品化に際しての課題を洗い出すことができました。 

 ご協力いただいたモニターの方には、この場を借りてお礼申し上げます 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者 ： 機械・金属部 眼鏡研究G  主任研究員 芦原将彰  （専門分野／機械工学、光応用） 

図５ AR グラスを装着して練習 図４ AR グラス受渡し、動作説明会 

図６ 実証実験（ふくい桜マラソン２０２４）の様子 
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機器紹介 

 
粉末用Ｘ線回折装置の紹介 

 

 

 
本装置では、試料にＸ線を照射した際、Ｘ線が原子の周りにある電子によって散乱、干渉した結果起こる回折

を測定することで物質の結晶性を解析する装置です。そのため、試料中の結晶構造の定性分析ができます。 

無機物質だけでなく有機物質についても適用でき、各分野、特に無機材料や地質鉱物関係の研究にとって有効

な分析装置です。 

 

＜メーカー・型式＞    ＜仕様＞ 

 ㈱リガク SmartLab    定格出力：3kW 半導体検出器：D/teX Ultra250 

               スキャン範囲（2θ）：0～157°（測定は５°から） 

               スキャンステップ：0.0002～75° 

               スキャンスピード：0.1～100°/min 

＜主な使用例＞ 

 粉末、バルク状の無機物や有機物の結晶構造解析、定量 

薄膜測定による膜の結晶構造解析 

XRR測定による薄膜試料の膜厚、密度、表面・界面ラフネス測定 

※サンプルの測定はフラットかつ、平滑な面で行います。凹凸のあるサンプルは測定できません。 

バルク状のサンプルの大きさは、100mm角、厚み30mm以内です。 

 薄膜測定は膜厚、素材によりX線の入射角度を検討しますので、担当者にご相談ください。 
 

＜測定例と活用例＞ 

土壌のサンプルを元素分析でケイ素が主成分であることを把握した上で、本装置で分析した結果が下図です。

測定データを結晶構造データベースと比較した結果、Quartz（石英）であることが分かり、同じ二酸化ケイ素

で窯業製品の冷め割れを引き起こす成分であるクリストバライトのピークは確認できませんでした。 

 このように元素分析では判別できない結晶構造を知ることで原料や製品の品質管理が本装置では可能です。

粉末状だけでなくバルク状の金属や基板上に成膜した薄膜についても測定が可能です。また、無機物以外では、

樹脂の非晶質と結晶質の割合から結晶化度を解析することもできます。本装置にご興味がありましたら、お気

軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

粉末用Ｘ線回折装置 外観 

担当者 ： 化学・繊維部 セラミックス・工芸研究G  研究員 笹原一起 (専門分野／化学、セラミックス、無機) 

Quartz 
Cristobalite 

強
度
（c

ou
nt

s）
 

土壌サンプルの測定結果 



 

- 7 - 

研 究 者 紹 介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライノセラス/グラスホッパー 

によるデザイン業務の省力化 

企画支援部 
デザイン推進室 
室長 呉藤 勝彦 
（専門分野：デザイン） 

 
3DCAD ライノセラス/グラスホッパーによるデザイ

ン業務の省力化に取り組んでいます。 

当初は漆器業界を対象とした研究事業の中で、効率

的にレリーフデータを作成できるプログラム開発を行

っていましたが、業界の皆様のご要望に対応して、お

椀のデザインや漆器業界以外でも眼鏡枠やテキスタイ

ルのデザインなどを省力化できるプログラムを開発し

てきました。（図１～６） 

特に眼鏡枠ではモデリング手順の違いから、メタル

枠、セル枠、コンビ枠について、それぞれに対応したプ

ログラムを別々に作成しています。メタル枠では、主

に玉型やボクシングサイズの他、フルリム・ハーフリ

ム・ツーポイントなどのリムの仕様変更が簡単にでき

るようになっています。 

セル枠では、上記のボクシングサイズの変更に加え、

削り落としによる成形プロセスを模して、数ステップ

にわたるプログラムに分けています。それぞれのプロ

グラムのアウトプットを次のステップのインプットと

していますので、モデリングの途中から新たなデザイ

ンに対応させるプログラムを追加していくことも可能

です。ルーチン化したデザイン業務にお悩みの方は、

ぜひご相談いただければと思います。 

 

図４ 眼鏡枠（セル枠） 

図２ 漆器のお椀 

図３ 眼鏡枠（メタル枠） 
 

図５ 眼鏡枠（コンビ枠） 図６ テキスタイル（組紐） 

図１ うさぎのレリーフ 

エアージェットルームを用いた 

フラットヤーン製織技術開発 

化学・繊維部 
繊維研究グループ 
研究員 斉藤正剛 
（専門分野：製織技術） 

 
近年、繊維業界では産業資材分野（土木、自動車、ア

ウトドア関連等）の需要が増加しており、衣料分野か

ら産業資材分野に進出する企業も増加しています。 

産業資材として用いられる糸の一つとしてフラット

ヤーンと呼ばれる扁平形状の糸があり、土木分野や農

業分野で用いられています。フラットヤーンを織物の

よこ糸として使用する場合、糸のねじれが織物の欠点

となります。従来はねじれが入りにくいレピア織機が

用いられていますが、生産性が低いという課題があり

ました。 

そこで当センターでは、より高速製織が可能である

エアージェットルームを用いたフラットヤーン製織技

術の開発に取り組み、県内企業への技術普及を目的と

して研究を行っています。 

エアージェットルームを用いた際のねじれの原因と

しては、①よこ糸供給時の糸をパッケージから引き出

す際のねじれ、②よこ糸を圧縮空気で飛ばす際に生じ

るねじれの２つが考えられます。当センターでは、転

がし取りにより給糸が可能な高速対応よこ糸供給装置

を導入し、給糸段階でのねじれの影響を受けない製織

試験が可能となりました。 

現在は、高速対応よこ糸供給装置を用いてフラット 

 

ヤーン製織試験を行い、織機内でのよこ糸の制御、ね

じれ発生の原因解明を目指し、研究に取り組んでおり

ます。 

 その他、クッション材や各種繊維材料の硬さ試験、

繰り返し圧縮/引張試験機の対応も行っております。 

本研究に関するお問い合わせ、また、繊維に関する

糸加工や製織に関するご相談のほか、見学も受け付け

ていますので、お気軽にお問い合わせください。 

フラットヤーン織物 高速対応よこ糸供給装置 

フラットヤーンの断面形状 
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セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ 

工業技術センター一般公開 開催報告 

 
 
 

職員異動のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

福井県工業技術センターでは、令和6年4月１8日～20日、研究成果発表および設備等の実演・展示等を

通して、最先端の科学技術を紹介する一般公開を開催しました。今回も昨年同様、研究発表はオンライ

ンを併用して行いました。 

機器利用講習会では、センターの最新機器設備の講習や操作実習を行いました。また、一般公開に併

せて、繊維学会北陸支部学術普及講演会「災害に備える繊維技術」、産業技術総合研究所講演会「資源循

環に貢献する産総研の取り組み」も開催されました。 

4月20日土曜日には、小中学生を対象として科学技術体験コーナーを行いました。3日間で来場とWeb

参加合わせて794名の方にご参加いただきました。ご参加いただきありがとうございました。  
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 氏 名 新   所   属 旧   所   属 

転 
 
入 

伊藤  裕一 
小林  史枝 
近藤  慶一 
和田  理誠 
中山  波樹 
川栄 慎太郎 

工業技術センター建設技術研究部 部長 
〃      管理室 室長 
〃      新産業創出研究部 主任研究員 
〃      化学･繊維部 研究員 
〃       新産業創出研究部 主事 
〃       機械･金属部 主事 

奥越土木事務所 参事 
労働政策課 参事 
産業技術課 企画主査 
衛生環境研究センター 研究員 
新採用 
  〃 

転 
 
出 

後藤  基浩 
北嶋  正美 
伊藤 さおり 
橋本  賢樹 
小林  文男 
小谷  幸愛 

退職 
〃 
〃 
〃 
土木部 課長（下水道公社） 
産業技術課 主事 

工業技術センター 所長 
     〃       管理室 室長 
     〃       管理室 主任 
     〃       機械・金属部 研究員 
     〃       建設技術研究部 部長 
     〃        新産業創出研究部 主事 

 

24.06.18570 

マラソンランナー向けARグラス 
「sAkuRa GLASSES」 

 

☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関をご利用 
ください。 
また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力く

ださい。 
（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）  

研究成果発表 機器設備の実演・展示 


